


「八王子つばめ塾公式イラスト」に込めた思い 
 
 
太陽： 
平等に注がれる光のように、「教育は平等に受けられる社会であるべき」という思い。 
 
大樹： 
「大きく成長する生徒の可能性」 
 
つばめとつばめの巣： 
「八王子つばめ塾そのものと、目指す理念」 
 
青空教室： 
立派な建物・施設の中に教育が存在するのではなく、「どんな所でも、学ぶ意志がある 
ところに教育は存在する」という思い。 

 
円卓（切り株）： 
「学ぶ力に優劣はなく、生徒自身が教育を受ける能力を等しく持っている」という思い。 
 
講師： 
「無償で生徒を導いているという誇りと、寄り添って学習を支援する優しさ」 
 
 

事務局長 小宮位之 















































 講師からのメッセージ 
 ボランティア講師のみなさんからのお祝いメッセージです。 

 本年度は 19 ⼈の先⽣からいただきました。ぜひ読んでください!! 

 【⼋王⼦駅前教室】 

 荒川有紀⼦先⽣ 

  ⼋王⼦教室で数学を担当した荒川です。つばめ塾に初めて参加して、毎期ごとに初め 
 て担当させてもらう皆さんと顔を合わせる⽇は、私がドキドキしていました。そして今 
 は、⼀⼈ひとり、とても印象深く⼼に残っています。どこがわからないかを⼀緒に探っ 
 ていくことは、私にも改めて数学を学ぶ感覚があって、⾯⽩かったです。 

  「数学は苦⼿」と⾔う⽣徒さんが多かったのですが、お話ししていると、頭の回転の 
 速さや粘り強さなどを感じて、「たぶん⾃分で思っているより、ずっと⼒があるんだ 
 よ」と⾔いたかった。学校のことや、課外活動のことなどを聞かせてもらうと、とって 
 も頑張っているなぁ…と感⼼していました。たくさんの可能性を持った皆さん、これか 
 らも応援しています！ がんばってね！ 



 ⽯井俊宏先⽣ 

  受験、おつかれさまでした。 

  不安で⾟かったと思います。今は充実した⾼校⽣活を送っていることでしょう。 

 ⼤⼈になった今、⾃分の⾼校⽣の頃を思い出すと、反省と後悔ばかり頭をよぎります。 

 けど、どんな⼩さなことでも熱中したものは⼤切な思い出となっています。 

  学⽣は時間を持て余して、何でも斜に構えがちですが、遊びでも、勉強でも、部活で 

 も、バイトでも、なんでも、やりたいことを⼀⽣懸命取り組んでください。 

  そうすれば、中学よりも⾼校のほうが楽しくなるし、昨⽇よりも今⽇のほうが充実す 

 ると思います。 

  これからもたくさん遊んで、たくさん勉強してください。 

 上都礼智先⽣ 

  皆さん、御卒業、進学おめでとうございます。受験勉強たいへんお疲れさまでした。 

 私は⼟曜⽇英語を担当しましたが、お祝いの⾔葉を贈らせていただきます。 

  それは、世の中は⼈との繋がりで成り⽴っているということです。学校では、先⽣ 

 や、周りの友達、部活動の先輩、バイトを始めたらバイト先の会社の⼈、⼀緒に働く 

 ⼈、皆さんの家庭など、私たちの⽣活はたくさんの⼈との繋がりで成り⽴っています。 

  中には単に顔を合わせるだけ、軽く挨拶するだけの⼈もいるかもしれませんが、笑顔 

 で挨拶してみたり、何気ない⼀⾔を交わしてみたりなど、その場にその⼈が近くにいる 

 ことを⼤事にして、勇気を出して声をかけてみてください。きっと良いことがたくさん 

 あります。 

  ⾼校⽣活を楽しんでください。 

 川⽥秀信先⽣ 

  ご卒業おめでとうございます。⾼校受験という⽬標に向かって努⼒する姿から私も⼒ 

 をもらいました。皆さんと出会えてよかった。本当にありがとう。そして⾼校⼊学おめ 

 でとう。 

  これまで、たくさんの⾒える⼒、⾒えない⼒に助けられてきたことを忘れず、感謝 

 し、喜びをかみしめてください。 

  ⾼校は、中学以上に多くの⼈と関わり、多くの経験をすることで、⼈としての幅が広 

 がり始める時期です。⾃分の中に引き出しをたくさんもつことができるでしょう。特に 

 苦労した経験は、相⼿の⽴場や気持ちを考えられる⼒をつけてくれるし、⾃分を強く 

 し、成⻑させてくれます。その後の⼈⽣を乗り越えて⾏く⼒にも結びつくでしょう。だ 

 から、失敗を恐れず、たくさんのことに挑戦し、多くの経験から多くのことを学んでく 

 ださい。 



 近藤凌雅先⽣ 

  卒業⽣、保護者の皆様、この度は卒業おめでとうございます。 

  担当した⽣徒たちがこうして旅⽴つのは初めてのことなので嬉しさと寂しさが⼊り混 

 じる不思議な気持ちです。 

  さて、これから新天地へと向かう皆さんですが、四年前に卒業した先輩として勝⼿な 

 がらアドバイスを送ります。 

  ⾃分の⽀えになるものを何でもいいので⾒つけてください。⾳楽でも⼈でも夢でもか 

 まいません。これから皆さんは年齢を重ね、できることや⾃由が増えていきます。それ 

 は とても魅⼒的に⾒えるかもしれませんが、同時に責任も段々と増えていきます。無 

 理難題に思えるようなことも出てくるかもしれません。 

  そんな時に「ここに帰ってくればまだ頑張れる」と思える原点を持ち続けてくださ 

 い。⾃ずといろいろなことができるようになります。 

  悔いのない最⾼に楽しい⾼校⽣活を送ってください。 

 佐藤⽉乃先⽣ 

  つばめ塾卒業⽣の皆さん、ご卒業おめでとうございます。英語は苦⼿な教科だったか 

 もしれませんが、それでも志望校合格のために必死に勉強している姿はとても⽴派でし 

 た。勉強を通して英語を好きになってくれていたら嬉しく思いますが、嫌いでも苦⼿で 

 も、いつか必要になる⽇が来るので、定期的に学習を続けてくれたらそれ以上⾔うこと 

 はありません笑 

  また、つばめ塾では勉強以外にも学んだことがたくさんあったはずです。その学んだ 

 ことを忘れずに、これからもいろいろな⼈に出会い、新しいことを経験して、成⻑して 

 いってくださいね。皆さんの今後を陰ながら応援しています。 

 須永正⺒先⽣ 

  ご卒業おめでとうございます。 

  …と⾔っても、皆さんがこれを読むのは卒業してしばらくした後・新しい⽣活に⼊っ 

 てしばらくしてからのこと。だから、少し前にとても頑張ったことを思い出してみま 

 しょう。 

  コロナウイルスの流⾏の影響を強く受けた中学⽣時代、いろいろな不安に囲まれなが 

 ら、それでも頑張り抜きましたね。 

  多くの⼈にとって、⾼校⼊試は「⾃分の⼒で未来を切り拓いていく最初の試練」だっ 

 たと思います。多くの⼈の⽀援を受けながら、⾃分の⼒で試練を乗り切られたことを⾃ 

 信にして、これからたくさん巡ってくる試練にも⽴ち向かっていってください。 

 たまには息抜きしつつ、けれど頑張り抜くことができると信じています。 



 宮崎透先⽣ 

  皆さん、つばめ塾卒業おめでとうございます。これからの3年間、⾼校⽣活を⼗分に 

 満喫してください。お⼩⾔っぽくなってしまいますが、⼈⽣の⼤先輩としてここで⼀⾔ 

 ⾔わしてください。⾼校⽣活が始まった早い時期からちょっとずつでいいので、将来⾃ 

 分が何をしたいのか、どう⽣きていきたいのか、などと考える時間を持ってみてくださ 

 い。ときには友達やまわりの⼤⼈とも意⾒交換してみてください。不思議なことに、⾼ 

 校⽣になったころから⼀⽇⼀⽇がどんどん早く過ぎていくように感じる⼈が多いようで 

 す。⾼校⽣活が終わるころ「アレ？」と焦らないよう、たまに考える時間を持ちましょ 

 う。健闘を祈ります。  

 【南⼤沢教室】 

 ⼤橋多寿⼦先⽣ 

  ⾼校⼊学おめでとうございます。 

  暑い夏も寒い冬も頑張って通いましたね。皆それぞれ本当に努⼒して⼿に⼊れた結果 

 は教える側の者にとってもこの上なく嬉しく輝いて⾒えます。 やりきった⾃分に⾃信 

 をもってくださいね。 

  ⾼校に⼊ってからもさまざまな事に迷い悩むことがあるかもしれませんが いろいろ 

 な⼈に出逢い、世の中の様⼦を観察しながらじっくり⼒をつけていってくださいね。つ 

 ばめ塾の先⽣⽅もいつも、〇〇ちゃんどうしてるかなぁ、と⼼にかけています。 

  ⼀⼈⼀⼈の顔が⽬に浮かびます。⼀歩ずつ⾃⽴の道を進んでくださいね、応援しています。 

 ⼩池花穂先⽣ 

  卒業おめでとうございます。 

  つばめ塾で学んだことや今までの思い出を⼤切にしながら、⽬標に向かって頑張って 

 ください。 

  ⾼校⽣になると環境が⼤きく変わります。授業の速度が速くなり内容が難しくなります。 

  中学の知り合いがいない⾼校に進学すれば、⼀から友達を作るところから始まりま 

 す。また、バイトを始めると社会の厳しさやお⾦を稼ぐことの⼤変さを知ることになり 

 ます。 

  ですが、困ったことがあれば⼀⼈で抱え込まず誰かに相談してください。 

  短い期間でしたが⼀緒に時間を過ごせて楽しかったです。 

  思いっきり⾼校⽣活楽しんでください。充実した⽇々を送れるよう、応援しています。 



 尺⻑憲昭先⽣ 

  2023年度卒業⽣の皆さん 
  卒業おめでとうございます。⾼校⽣になるとまた⼤きく世界が広がります。学校だけ 
 ではなく、アルバイトや⾊んな活動でたくさん友達を作り、仲間と共に楽しい⾼校⽣活 
 を送ってください。バイトし過ぎても無駄遣いはしないように！！ 
  まずは何より3年間の⾼校⽣活を全⼒で楽しみましょう♪♪♪ 

 中村祐之先⽣ 

  つばめ塾卒業⽣の皆さん、卒業・進学おめでとうございます。 
  これからの⾼校・⼤学⽣活を思いっきり満喫してほしいと思いますが、同時に学ぶと 
 いう⾔葉の意味をよく噛み締めながら⽇々を過ごしてもらいたいと思います。 
  学校から与えられた課題をこなすだけではなく、⾃分の将来の夢を叶えるために必要 
 だと思うことに積極的に挑戦するよう努めてください。それがやがては皆さんの⼤きな 
 強みにもなるはずです。 
  充実した⽇々を過ごせるよう応援しています。 

 本多賢先⽣ 

  つばめ塾卒業⽣の皆さん、ご卒業、ご⼊学たいへんおめでとうございます。 
  コロナのため何かと不⾃由な⽇常⽣活、中学校⽣活を強いられる中で、⾼校受験に 
 チャレンジし、無事⼊試を突破することができたこと、本当にうれしく思います。週⼆ 
 回の通常クラスに加え、酷暑の中の夏期講習や年末年始の冬期講習と、皆さんがこれま 
 で⼀⽣懸命やってきたことが間違ってはいなかったと感じ、きっと⼤きな達成感を味わ 
 い、⾃信を持つことができたのではないでしょうか。 
  これからいよいよ新しい⾼校⽣活が始まります。通学、クラス、授業、部活、全てが 
 中学と違い、⼾惑うことも多いかもしれませんが、新しいことにどんどんチャレンジし 
 てください。皆さんなら、きっと好きなこと、やりたいことを⾒つけ、楽しく充実した 
 ⽇々を送れると確信しています。 



 【北野教室】 

 ⼭﨑⽂美先⽣ 

  つばめ塾の皆さん、ご卒業おめでとうございます。そして数ヵ⽉経った今、ご⾃⾝で 

 選ばれたそれぞれの進路で有意義に過ごされておられると思います。 

  皆さんが⾼校⼊試という関⾨に挑んでいた⼤切な時に、つばめ塾の講師として少しで 

 も係われたことを嬉しく思っています。ほとんど休むことなくきちんと通い、⽬標に向 

 かって⼀⽣懸命取り組む皆さんの姿にこちらも⼤きな活⼒をいただきました。 

  つばめ塾で積み重ね学習した経験、必死に問題を解いて得られた達成感が、これから 

 の皆さんの成⻑の礎の⼀部になることを願っています。そして広⼤な宇宙のように無限 

 の可能性が広がる未来に向かって⼀歩⼀歩前進してください。 

 【淵野辺つばめ塾】 

 匂末敏男先⽣ 

  中学卒業そして⾼校⼊学おめでとうございます。⾼校⼊試にあたっては、競争率が 

 1.2倍前後となりストレスも⼤きかったと思います。そのような状況の中、⾒事に志望 

 校に⼊学されたことは、これからの⼈⽣に⼤きな⾃信となったことでしょう。 

  つばめ塾で⼀緒に勉強したことが、皆さんの⼒になったとしたら、とても嬉しく思いま 

 す。忘れないでください、コツコツと努⼒したことは、必ず報われると私は信じています。 

  ⾼校3年間は、きっと楽しいと思いますよ。部活動、体育祭、⽂化祭などいろいろな 

 活動があり、新しい友達との出会いもあるでしょう。もちろん新しい勉強もあります。 

 充実した3年間を過ごしてください。 

 菖蒲淳先⽣ 

  2年間淵野辺つばめ塾で講師を務め、⼦供たちや親御さんから、あまたの感謝の⾔葉 

 をいただきました。その度に、うれしいと同時に、恐縮していましたが、⼀つ伝えきれ 

 ていないことがありました。⻑いこと社会⼈として働き、やれ費⽤対効果だ、やれ収益 

 性だと、ある意味打算的たれと、語っていた⼈間が、⼼から利他的な感情をもって、⼦ 

 供たちに接することができるのかという不安感がありました。しかし、徐々にですが、 

 迷いもなくなり、むしろ活動に没頭している⾃分に満更でもないと感じ始め、⼈知れず 

 脱⽪できたように思っています。つまり、⾔いたいのは、⼦供たち、親御さん、つばめ 

 塾の講師の皆さん、そして⼩宮先⽣、私に成⻑の機会を与えてくださって、ありがとう 

 ございます！ 



 鈴⽊佳奈⼦先⽣ 

  ⾼校合格！そしてご卒業おめでとうございます！⽇曜教室担当の鈴⽊佳奈⼦です。 

  はじめて⽇曜教室に来てくれた時のことを今でも鮮明に覚えています。中学の勉強内 

 容を理解しようと⼀⽣懸命に私の書いた説明⽂とにらめっこしていましたね。そんな⼩ 

 学⽣の⾯影がほんのり残っていたその⽇から3年間しっかり勉強し、⾒違えるように成 

 ⻑した姿はとても⽴派で⾒事でした。 

  ⼊試直前、不安な気持ちを持ちつつも弱⾳を吐かず淡々と問題をこなす姿を⾒て、嬉 

 しさと感謝の気持ちでいっぱいでした。 

  どんな時も⾃分の⼼に⽿を傾け、⾃分の信じる道を歩み続けてください。この世に 

 「失敗」はないと私は思っています。それは「過程」にすぎないからです。 

  ⾃分を信じて。 

 鈴⽊雄⼤先⽣ 

  ご卒業ご進学おめでとうございます。⽇曜教室を担当した鈴⽊雄⼤です。勉強に限ら 

 ずこれからの⼈⽣において「⾃⽴」という⾔葉はついてまわります。⾃分⾃⾝で解決す 

 る⼒をつけろといろいろな場⾯でなげかけられるでしょう。 

  確かにそれは⼤事なことですが、⼈間ひとりだけの⼒で解決できることなんて実はほ 

 とんどありません。 

  困った時どうしていいかわからなくなった時に「助けて」「⼿伝って」ということは 

 ⾃分だけで頑張ろうとすることと同じくらい⼤切なことで勇気ある⽴派なことです。 

 それでもどうにもならなくなったときは「つばめ塾」に戻っておいで。私たちが全⼒で 

 サポートします。 

  卒業おめでとう。 

 早川慎⼆先⽣ 

  卒業⽣の皆さん、志望校への合格おめでとうございます。既に新学期も始まり、期待 

 と希望と少しの不安を抱いてスタートを切られたと思います。 

  ⼊学試験の直前はそれまでの勉強不⾜を後悔したり、試験に対する不安を募らせる 

 ⽇々が続いたと推測しますが、今では⼊試という関⾨を⾒事にクリアし、やればできる 

 という⾃信を⾝につけられたでしょう。希望や意思を持って事に当たれば、⽬標を達成 

 できることが経験により体得されたことと確信します。 

  塾でも説明したように、⾃分の考えや思いを相⼿に正しく理解してもらう⼒が重要で 

 す。 

  これから先、多くの難関に遭遇した時は強い気持ちを持って難関に⽴ち向かってくだ 

 さい。卒業⽣皆さんの活躍を期待しています。 



 つばめ塾を卒業した君たちへ 

 〜思いやりと温かさの気持ちを持って〜 

 ⼋王⼦つばめ塾 事務局⻑ ⼩宮位之 

  私が28歳の春。アフリカのウガンダにいました。私が取材した当時、ウガンダで 

 は内戦があり、反政府軍が少年兵⼠を使って内戦を続けていました。村に押し⼊っ 

 て10歳〜12歳の男の⼦たちを誘拐し、武器を持たせたのです。だからその⼦たち 

 は、中学⽣、⾼校⽣年代を反乱軍の中で過ごし、銃をうち、⼈を殺すことを余儀な 

 くされていたのです。取材を進めるうち、余りにも残酷な現実に、精神的なコント 

 ロールが難しくなり、ホテルに帰って毎晩のように泣き、そこで誓いました。「今 

 はカメラマンの⾒習いだけど、将来チャンスがあったら、絶対に⼈を育てよう。1 

 ミリでも2ミリでも世の中を良い⽅向に動かせる⼈材を育てよう。そうでなけれ 

 ば、この⼦たちに申し訳ない。⽣まれた国が違うだけで⼈⽣がここまで変わってし 

 まっていいのか…」。この時につばめ塾の基礎ができたと⾔っていいと思うのです。 

 そうして⼤きな宿題を⼼の⽚隅に抱いて⽇本に帰国しました。 

 アフリカのウガンダや、中東レバノンのパレスチナ難⺠キャンプに取材に⾏って 

 感じたことは、「戦争が貧困を⽣み、⼈々が謙虚さを失って格差が広がる」という 

 ことでした。この正反対の⾔葉は、⼈への思いやり、温かい気持ち、そして周りに 

 対する感謝の気持ちだと思っています。 

 塾を卒業したら、皆さんには「リーダーになってもらいたい」といつも思ってい 

 ます。リーダーとは、政治家や社⻑になることではありません。隣にいる⼈の⼼を 

 明るくすることができる⼈です。困っている友達がいたら悩みを聞いてあげる。 

 「⼀緒に頑張ろう〜」と励まし合える。そんな存在がリーダーです。これなら皆さ 

 んもリーダーになれます。「⼈は育てられるように育つ」ものです。⾼校の歴史教 

 師である私も、⾼校時代の恩師に教えてもらった知識をもとに世界史の授業をして 



 いるときがあります。だから、つばめ塾でボランティア講師に習った皆さんは、必 

 ずリーダーになることができる。そう固く信じて今⽇まで塾を運営してきました。 

 みんなにはまだ分からないと思うけど、⼤学の授業の後に、仕事が終わった後 

 に、毎週必ず2時間、ボランティアに来ることがいかに⼤変かということ、みんな 

 が⼤⼈になったら、分かります。そうした時に、ふと「そういえば、つばめ塾で勉 

 強教えてもらっていたな。⾃分も⼈のために何か役に⽴とうかな？」と思ったら、 

 卒業の時にプレゼントした私の本『「無料塾」という⽣き⽅』を読んでみてくださ 

 い。それまで無理して読む必要はありません。 

  さて、話は変わりますが、皆さんは「⽷」という曲をご存じでしょうか？ 中島 

 みゆきさんが作詞作曲し、たくさんのアーティストがカバーしているので、「縦の 

 ⽷はあなた〜横の⽷は私〜」というフレーズを聞いたことがあると思います。 

 私は中学⽣の時から中島みゆきさんのファンだったので、この曲をよく聴きます 

 が、とても好きなのは2番の歌詞です。 

 なぜ ⽣きてゆくのかを 迷った⽇の跡のささくれ 

  夢追いかけ⾛って ころんだ⽇の跡のささくれ 

  こんな⽷がなんになるの？ ⼼許なくてふるえてた⾵の中 

  縦の⽷はあなた 横の⽷は私 

  織りなす布は いつか誰かの 傷をかばうかもしれない 

 皆さんも、いつか迷う⽇が来ると思います。夢が叶わなくて挫折する時もあるで 

 しょう。「こんなつながりが何の役に⽴つのか？」と、友⼈・家族・恋⼈を信じら 

 れなくなる⽇も来るでしょう。 



  しかし、そういう思いをした⼈だからこそ、他⼈の傷をかばえるのだと思いま 

 す。つばめ塾の塾⽣はみんな、⼈の傷をかばうことのできる⼈だと信じています。 

  皆さんの中には、これまでにいろんな思いをしてきた⼈も多いと思います。私も 

 中⾼⽣のころにいろんな思いをしました。「どうしてうちにはこんなにお⾦がない 

 のだろう」「お⾦がない家庭は社会から⾒捨てられているのではないか…」「お⾦ 

 があったら簡単に⼤学進学できたのに」「結局世の中はお⾦がすべてじゃない 

 か!!」。いろんな気持ちが渦巻いた6年間でした。でも、「⽷」の最後はこんな歌詞 

 で終わっています。 

  逢うべき⽷に出逢えることを ⼈は仕合わせと呼びます 

 私にとって、逢うべき⽷は「無料塾」でした。インターネットで「無料塾」の存 

 在を知った時、感動で震えました。「世の中にはこんなに素晴らしいことをする⼈ 

 がいるんだ。⾃分が貧しい家庭に育ったことと、教師をしていたことが完全に活か 

 せる最⾼のボランティアじゃないか！！」と。初めて⾒た瞬間の「無料塾への感 

 動」。この気持ちは今も全く変わっていません。 

 つばめ塾を始めて、多くの⽣徒と出逢うことができました。2024年3⽉末には、 

 卒業⽣だけでも合計で320名を超えました。1円の得にもならないことのために毎 

 週熱⼼に来て、教えてくれる素晴らしいボランティア講師もトータルで200名を超 

 えます。こんなにも多くの⽣徒、ボランティア講師に出逢えて本当に幸せだと思っ 

 ています。 

 私は、つばめ塾に命はかけてないし、家族も捨ててはいませんが、⾃分の⼈⽣は 

 かけています。「仕事」と「家族と過ごす」以外の時間はすべてつばめ塾に費やし 

 ています。でもこれができる⾃分は幸せだと思っています。振り返ってみれば、私 

 が貧困家庭に育った経験がなかったら、絶対につばめ塾は作らなかったと思うので 

 す。だから両親には⼼から感謝しています。⽗は、稼ぎの悪い⼈でしたが、25年間 

 も少年野球のコーチをした⼈で、暑い⽇も寒い⽇もグラウンドに⽴ち続けて⼦ども 

 たちを育てていました。本当に尊敬できる⼈でした。わが家の貧困で苦労はしまし 

 たが、恨んだことは⼀度もありません。 



 最後に、皆さんに伝えたいのは「してきた苦労は必ず役に⽴つ」ということで 

 す。今までしてきた苦労、これからする苦労。それが「誰かの傷をかばう⽇」が必 

 ず来ます。そして何の苦労もせずに育った⼈より、皆さんが「織りなす布」の⽅が 

 何倍も温かいということは、疑いようもないことです。 

 そんな皆さんを、ボランティア講師はもとより、つばめ塾の⽀援者の⽅、寄付者 

 の⽅も応援しています。誰でもそうですが、⼈⽣には、良い時も、悪い時もありま 

 す。しかし、皆さんが教室で学んでいた真剣なまなざし、そして講師の温かいまな 

 ざしを思い出すと、きっと乗り越えていける!! と確信できます。⼈は、⼈から期待 

 され、応援され、感謝される時に⽣きる⼒が湧いてくると思うからです。講師も、 

 皆さんの書いた⽂集を読んで、ボランティアを続けることができていると思うので 

 す。私⾃⾝が毎年皆さんからパワーをもらって運営できているのです。その⼒がな 

 ければ、今⽇まで続かなかったに違いありません。 

 「⾃分は⼈から応援されている存在なんだ」と⼼強く思って、これからの⽣活に 

 励んでください。そして、成⻑したら、誰かを応援できる皆さんになってくださ 

 い。それを、私と講師⼀同は願っています。 

 皆さんの⾼校⽣活が充実したものになるよう、つばめ塾の事務所からいつも祈っ 

 ています。 






